
介

礎
的
知
識
の
上
に
そ
の
所
論
を
開
陳
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
画
し
そ
れ
は
何

等
か
の
既
威
の
批
曾
理
論
乃
至
は
主
義
史
観
を
以
て
、
中
世
史
上
の
諸
蘂
象

を
整
理
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
申
世
史
の
中
か
ら
、
そ
の

内
面
に
威
す
る
論
理
的
脈
絡
を
た
ど
ら
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
銘
記

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
も
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
歯
武
家
砒
禽
が

㎜卑

ﾉ
往
々
考
へ
ら
れ
る
や
う
に
申
世
史
の
全
膿
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
・
さ
れ

ば
と
て
ま
た
公
家
瀧
會
と
二
元
的
に
糟
鍔
匂
し
た
も
の
で
も
な
く
、
一
貫
せ

る
國
契
全
国
の
中
に
位
置
し
、
公
家
忍
事
と
層
序
を
異
に
し
つ
、
．
」
れ
と
一

面
に
は
馬
立
し
一
面
に
は
融
合
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
明
か
に
し
、
以
て
本

慰
が
蹟
に
中
世
研
究
の
み
に
と
ゴ
ま
ら
・
す
、
そ
れ
を
恥
じ
て
更
に
國
史
全
艦

へ
の
理
解
の
瀧
を
妬
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
驕
示
し
て
み
る
。
而
し
て
そ
れ

は
わ
れ
く
を
し
て
私
か
に
著
者
の
今
後
に
於
け
る
研
究
領
域
の
輪
…
大
瀧
展

を
豫
期
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
本
心
の
か
く
の
如
き

性
質
は
正
し
く
著
者
が
そ
の
中
に
育
て
ら
れ
た
京
都
大
學
射
乳
科
の
傳
統
、

内
田
、
三
浦
爾
野
駈
に
よ
っ
て
墓
礎
を
澄
か
れ
、
今
、
西
田
教
授
に
よ
っ
て

纒
承
昂
揚
せ
ら
れ
て
る
る
驚
風
の
特
色
を
鍛
も
よ
く
示
す
も
の
と
い
は
ね
ば

な
ら
な
い
。
著
者
こ
そ
そ
の
正
統
纏
承
者
と
し
て
今
後
一
糾
の
憩
餐
を
勝
っ

て
已
ま
な
い
。
　
（
A
5
判
四
九
五
頁
、
東
京
潤
黒
新
店
斜
行
定
償
七
・
○
○
）

〔
柴
田
〕喜

　
薩
　
螢
　
記

事
簡
市
塵
藩

著
者
が
鰍
悪
留
難
中
、
昭
和
十
二
年
九
月
、
ル
…
マ
ニ
ヤ
の
萄
都
ブ
カ
レ

ス
ト
に
醐
催
の
萬
國
人
類
簗
及
び
先
皮
考
古
學
大
曾
に
韻
席
を
機
魯
に
ト
ル

第
三
十
巻
　
蟻
一
號

七
ご

コ
　
・
イ
ラ
ク
・
シ
リ
ア
・
パ
レ
ス
チ
ナ
・
　
エ
ヂ
プ
ト
等
へ
試
み
ら
れ
γ
み
N
旋
行

の
際
の
所
見
は
麟
朝
後
講
演
禽
其
∵
他
で
書
表
せ
ら
れ
て
海
尉
の
興
味
を
惹

き
、
是
等
が
一
心
の
書
に
纏
め
ら
れ
て
公
刊
さ
れ
る
日
を
待
簗
さ
れ
て
來
た

が
、
本
書
『
菩
薩
螢
記
田
の
一
呑
は
ま
さ
に
そ
れ
よ
繕
當
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
右
の
第
一
部
「
西
距
細
亜
遊
記
」
は
本
書
の
主
要
部
分
を
占
め
て
み
て

魚
信
の
遜
歴
の
…
騒
に
儲
…
ひ
、
ヒ
ル
認
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
姶
…
ま
り
、
ア
ン

カ
ラ
・
カ
イ
ぜ
り
一
、
シ
リ
ア
の
ア
レ
ツ
㎡
、
イ
ラ
ク
の
モ
ス
ー
ル
・
ニ
ネ

、
べ
・
バ
グ
ダ
ッ
ド
・
バ
ビ
ロ
ン
・
ク
テ
シ
フ
オ
ン
、
再
び
シ
リ
ア
の
ダ
マ
ス

ク
ス
・
ベ
イ
ル
ー
ト
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ナ
ザ
レ
・
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
・
ベ
ツ
レ

ヘ
ム
が
七
の
他
、
エ
ヂ
プ
炉
ト
の
カ
イ
ロ
・
ル
ク
ソ
ル
。
ア
レ
キ
サ
ン
ー
3
リ
や
迄

を
彊
記
風
に
書
き
綴
っ
た
も
の
で
、
行
交
至
っ
て
李
…
明
、
所
謂
墨
者
の
紀
行

文
に
高
々
見
受
け
る
固
苦
し
さ
が
な
く
慰
ハ
陳
津
々
た
る
中
に
　
息
に
讃
ま
れ

る
も
の
で
あ
る
。
就
中
翼
導
燈
し
た
著
者
が
そ
の
籏
申
に
昧
へ
る
数
々
の
盤

験
を
細
大
漏
さ
す
率
直
に
薮
遽
せ
る
黙
は
最
も
後
人
の
滲
漏
に
す
べ
き
駈
で

あ
る
と
共
に
、
他
方
そ
の
歴
史
家
と
し
て
ゐ
車
越
せ
る
濡
事
、
翻
筆
力
の
鋭

さ
が
ま
た
当
所
に
現
は
れ
て
る
る
。
例
へ
ば
モ
ス
ク
建
築
の
解
醗
か
ら
そ
の

建
築
薄
墨
に
醗
門
め
る
地
峡
を
論
じ
、
各
…
所
に
傲
見
の
麦
那
陶
磁
器
を
濫
じ
て

支
那
女
化
の
西
漸
を
論
き
、
或
ひ
は
一
．
㌦
の
騰
験
せ
る
ア
ラ
ブ
人
、
猶
太
人
の

氣
風
よ
b
パ
レ
ス
チ
ナ
の
蓮
命
を
考
へ
、
エ
ヂ
プ
ト
人
の
暴
利
追
求
翻
念
か

ら
そ
の
歴
史
酌
必
然
性
を
説
け
る
烈
等
が
そ
れ
で
あ
っ
て
坊
闇
二
瀬
の
旅
行

記
を
自
ら
撰
を
異
に
す
る
も
の
が
あ
る
。
爺
し
て
三
三
が
こ
の
旋
中
の
實
塘

灘
浜
と
煎
後
思
索
よ
も
得
允
史
翻
を
幕
と
し
、
西
距
細
亜
の
歴
更
㍗
救
強
し

た
も
の
が
懸
盤
の
第
二
部
「
西
毒
虫
蕉
鎚
の
展
簗
」
で
あ
る
。
即
ち
著
者
は
西

（72）



薫
に
こ
そ
世
界
史
上
の
重
心
の
存
す
る
と
の
立
脚
轍
か
ら
、
そ
の
こ
）
ま

へ
が
き
に
於
て
、
、
從
來
の
東
亜
中
心
の
策
洋
史
、
　
歎
…
洲
偏
…
露
の
術
洋
史
の

鹸
…
脇
…
、
覇
淑
塘
の
閥
に
の
擁
す
る
ギ
ヤ
ヅ
プ
を
繍
…
ふ
べ
き
西
亜
細
イ
蕪
輿
研
究
の
雷
瓢

要
性
を
強
調
す
る
と
共
に
、
近
來
嘱
導
さ
れ
て
る
る
世
界
史
も
こ
れ
を
通
し

て
翼
に
簑
誰
的
に
膿
系
づ
け
ら
れ
る
可
能
挫
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
み
る
が
、

之
は
著
者
頃
年
來
の
主
張
で
あ
る
。
以
下
は
そ
の
試
み
と
し
て
、
（
二
）
古
代

東
剛
力
鼎
諮
麟
歯
入
卜
一
に
㎞
於
け
る
シ
リ
ア
の
位
概
、
（
…
瓢
）
ア
レ
キ
サ
ン
デ
ル
山
八
王
齋
小

感
の
意
義
、
（
四
）
ロ
…
マ
支
配
下
の
シ
リ
ア
、
（
五
）
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
興
起
、

（旧

?）

I
ム
マ
や
翻
刷
の
論
理
端
教
ゐ
土
、
　
（
七
）
ペ
ル
シ
ヤ
的
な
一
同
ア
ツ
バ
ス
王
謝
朝
、

（
入
）
十
字
軍
、
（
九
）
蒙
古
・
土
耳
古
と
駁
羅
巴
、
（
十
）
鰍
羅
巴
と
距
細
亜
と

順
次
、
九
節
に
亙
つ
イ
、
西
亜
細
薫
史
を
世
界
史
的
煮
溶
か
ら
概
論
し
た
も

の
で
、
瀧
ん
で
等
親
の
隔
靴
の
見
輸
し
に
も
及
ん
で
み
る
が
、
こ
の
方
画
の
歴

史
概
説
に
乏
し
き
今
日
、
簡
潔
に
要
領
よ
く
纏
っ
た
丙
盃
細
距
史
概
説
た
る

と
共
に
、
　
…
需
悶
著
者
の
意
卜
す
る
第
｛
部
「
遊
記
」
の
讃
渚
の
要
求
に
訂
す
べ

き
西
薫
の
雁
史
解
読
と
し
て
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
し
て
み
る
も
の
と
言
へ

よ
う
。
今
や
堕
落
は
鞍
馬
と
駄
洲
と
に
嘗
て
正
に
配
で
あ
る
。
而
し
て
究
極

に
於
て
こ
の
世
界
職
事
が
槌
軸
側
の
勝
利
に
諭
す
べ
き
以
上
貞
世
界
史
の
軍

削
れ
る
べ
き
西
亜
翻
箆
、
並
び
に
そ
の
歴
史
に
封
ず
る
研
究
と
理
解
こ
そ
甚

だ
軍
要
と
雷
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
し
き
世
界
史
の
曙
に
於
て
こ
の
好
著
を
得

た
る
を
璽
ぶ
も
の
で
あ
る
。
（
昭
和
十
九
年
九
月
坐
活
靴
靱
。
二
七
二
頁
　
定

慣
五
圓
）
（
藤
原
利
一
郎
〉

資
支
豆
乳
交
渉
更
研
究

塚
本
藩
腿
著

本
書
は
支
那
佛
教
史
學
の
擢
威
塚
本
氏
が
薗
著
『
亥
那
佛
激
史
研
究
巌
窟

潔

介
・

鱗
…
』
に
踵
い
で
纏
に
問
は
れ
る
論
交
集
で
あ
り
、
露
霜
佛
豪
州
交
渉
に
關
す
る

小
篇
の
勢
作
と
附
録
た
る
稀
糊
の
佛
書
の
黒
糖
と
か
ら
成
る
。
著
者
の
史
料

露
見
と
脇
勲
業
へ
の
比
類
ハ
へ
妄
、
・
努
一
刀
、
．
特
殊
な
顯
麟
材
を
選
び
乍
ら
も
闘
軍
に
局
部

的
考
謹
の
精
緻
さ
の
み
を
特
徴
と
せ
す
、
背
景
た
る
日
支
爾
佛
激
界
の
離
れ

つ
、
・
葡
も
結
び
舎
ふ
た
獲
遽
過
程
の
展
塑
の
周
剰
さ
を
示
し
た
所
牧
の
論
致

の
概
要
を
次
に
暴
げ
よ
う
℃

　
先
づ
第
一
の
「
關
分
寺
と
幣
唐
の
佛
教
政
策
並
び
に
宮
毒
」
は
潰
階
使
筆
遣

よ
り
剛
賢
婬
寺
設
立
に
至
る
約
百
五
十
年
間
の
購
支
佛
…
学
界
の
趨
勢
を
論
じ
特

に
鹿
茸
帝
の
家
…
門
的
信
…
霜
げ
と
佛
勲
　
優
先
の
治
國
策
に
藁
く
舟
端
縣
櫓
尼
官
寺
の

　
潮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舳

設
概
等
一
聯
の
「
軍
興
佛
怯
」
の
無
業
は
強
情
太
子
の
篤
敬
三
三
の
御
方
針
に

最
も
親
近
な
關
係
に
立
つ
が
、
　
遡
読
の
如
く
財
天
武
后
の
自
己
の
革
命
義
認

の
意
圃
に
娼
た
大
雲
（
緯
）
寺
、
・
佛
教
を
儒
教
の
次
位
に
潔
き
麟
家
的
統
制
の

下
起
致
さ
ん
と
す
る
政
策
に
よ
る
唐
の
中
宗
の
龍
興
寺
、
玄
宗
の
醐
元
寺
の

設
定
を
以
て
我
闘
悶
の
圓
分
一
守
創
建
め
先
蹴
を
な
し
た
と
考
へ
る
の
は
明
讃
を

敏
く
も
の
で
あ
b
、
む
し
ろ
聖
徳
太
子
以
來
返
本
佛
敏
の
朝
廷
の
保
護
に
よ

　
　
　
　
　
　
ぼ

る
愚
亭
の
過
程
が
太
子
の
御
理
想
の
實
現
と
ル
て
中
央
集
樒
完
成
の
時
期
に

騒
分
寺
制
度
に
雪
避
ん
だ
も
の
で
、
添
文
帯
の
興
佛
は
そ
の
影
響
の
源
流
で

あ
る
こ
と
を
論
じ
て
み
る
。
第
二
の
っ
成
戴
の
入
宋
天
脅
山
行
」
は
天
台
宗
随

隠
州
成
灘
の
巡
禮
行
記
た
る
「
謬
天
台
五
台
由
記
し
の
研
究
で
あ
り
、
宋
代
六

出
佛
教
の
頽
落
駿
態
に
塾
し
興
隆
せ
る
日
本
佛
教
舞
の
簸
力
を
背
景
ど
し
日

本
曾
と
し
て
異
國
に
萬
丈
の
氣
を
吐
い
た
そ
の
人
の
一
新
よ
く
描
か
れ
て
み

る
。
第
三
の
「
元
に
於
け
る
嬢
編
寺
骨
五
世
郡
元
と
そ
の
撰
書
の
撃
壌
」
は
鎌

倉
時
代
に
北
亥
留
學
牙
一
年
、
曹
洞
宗
の
秘
輿
を
極
め
た
郡
元
の
隠
れ
た
壌

第
…
二
＋
悠
　
纂
一
號

七
三

（　7，3　）


